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米国工作機械（切削型）受注統計
（金額単位：千ドル）

受 注年 月 金 額台 数
91,3906942009年1月
107,7697802月
153,3649633月
99,1628554月
103,6088145月
117,7718536月
131,9969077月
117,5838068月
136,1339209月
134,93299310月
156,80795711月
187,2931,22612月

1,537,80810,7682009年累計

120,0987742010年1月
160,8239232月
232,3841,3003月
211,6311,2604月

724,9364,2572010年累計

◆米国工作機械受注統計（4月）
AMT（米国製造技術工業協会）及びAMTDA（米国

工作機械販売協会発表の受注統計（USMTC）によると、

2010年4月の米国切削型工作機械受注は、2億1,163万

ドルで前月比8.9％減、前年同月比113.9％増となった。

AMTのWoods専務理事は「1月と2月の控えめな製造

技術産業への支出は、3月の受注が下支えとなって、

2010年第1四半期後半の投資を高いレベルにした。4月

の受注は3月よりも若干下回るが、前年同月比は100％

を超えている。この投資の水準は月を追う毎に、製造

業の控えめながらも前向きな状態を反映して、より標

準的な数字へとなっていくことを期待している。」と述

べた。

（USMTCレポート 6月14日付）
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（単位：百万ドル）
2009年累計
（R）

2010年累計
（P）前年同月2010年3月2010年4月

（P）地 域 別 前年同期比
（％）

前年同月比
（％）

前月比
（％）

全
米

60.8450.83724.94113.998.93-8.9232.38211.63切 削 型
-16.069.1758.09-0.310.76-65.531.0710.73成 形 型
50.6520.00783.03102.7109.69-15.6263.45222.36計

北
東
部

26.091.56115.3543.222.56-2.933.2832.31切 削 型
-32.311.157.55-5.31.68-45.22.891.59成 形 型
19.7102.71122.9039.824.24-6.336.1833.90計

南
部

89.358.37110.52117.612.70-24.936.8127.65切 削 型
8.010.6811.531.51.01-87.17.991.03成 形 型
76.769.05122.05109.113.72-36.044.8028.68計

中
西
部

58.7128.67204.26109.626.44-23.872.7155.43切 削 型
-46.924.7313.14-52.85.38-60.26.382.54成 形 型
41.7153.40217.4082.231.82-26.779.0857.97計

中
部

76.8114.50202.38196.123.1616.059.1368.57切 削 型
42.413.3318.9887.22.47-45.78.534.63成 形 型
73.2127.82221.36185.625.638.267.6573.20計

西
部

60.157.7492.4296.814.06-9.230.4627.67切 削 型
-25.79.286.89324.60.22-81.95.280.95成 形 型
48.267.0299.32100.414.28-19.935.7428.62計

Ｐ：暫定値 R：改定値
四捨五入により合計値及び％は一致しない場合がある。＊：1,000％以上
出所：USMTC

◆米国工作機械受注統計（地域別）

工作機械受注の月次推移（米国）

◆米国工作機械貿易統計（4月）
毅2010年4月の米国工作機械輸出額（切削型）は、

前月比17.8％減の91.3百万ドルであった。

2010年1～4月の輸出累計は、前年同期比9.4％増

で、392.3百万ドルであった。

毅2010年4月の米国工作機械輸入額（切削型）は、

前月比8.8％増で158.2百万ドルであった。

2010年1～4月の輸入累計は、前年同期比27.3％

減で544.3百万ドルであった。

（AMTReport 2010年6月10日付）



3マシンツール・ワールド No.1352010.6.21

◆米国の工作機械輸出入統計（2009年）

前年比
増減率
（％）

2009年
1-4月

2010年
1-4月

4月/3月
増減率
（％）

2010年
3 月

2010年
4 月

9.4358.5392.3（17.8）111.191.3輸 出
（27.3）748.5544.38.8145.3158.2輸 入切 削 型
（61.0）（390.0）（152.0）95.5（34.2）（66.9）収 支

0.6198.7199.9（20.8）60.347.8輸 出
（33.2）231.4154.60.842.642.9輸 入成 形 型
（238.5）（32.7）45.3（72.5）17.74.9収 支

6.3557.2592.2（18.9）171.4139.1輸 出
（28.7）979.9698.97.0187.9201.1輸 入合 計
（74.8）（422.7）（106.7）276.4（16.5）（62.0）収 支
18.4218.5258.7（9.3）69.763.2輸 出

（29.9）643.0450.82.6125.3128.6輸 入N C 機
（54.7）（424.5）（192.1）17.6（55.6）（65.4）収 支

㊟ (はマイナスを表す。四捨五入により、合計値と一致しない場合がある。
出所：AMT－TheAssociationforManufacturingTechnology

（単位：金額千ドル、台数：台）
輸 入輸 出機 種 名 金 額台 数金 額台 数

174,86314,191233,4325,265特殊加工機
110,7251,060126,4512,998内、レーザー加工機
708186,874195内、超音波加工機

41,82249224,531298内、放電加工機
21,60812,62175,5761,774内、その他
531,7262,388148,1211,173マシニングセンタ
111,2311,09558,403571立軸 Y軸移動量 660mm未満
86,16032548,176377Y軸移動量 660mm超
282,8228042,3547横軸 ATC
51,51316439,189218その他
76,5561,14471,972228ステーション型専用機
438,5054,62391,9041,335旋盤
294,5802,42342,145335NC横軸
66,3413048,15840多軸
128,5631,47722,175212単軸/出力 18.65kW未満
77,4335688,34962出力 18.65-37.3kW
22,242743,46221出力 37.3kW超
33,3071,5869,375413非NC横形
91,86325832,568188NC立旋盤
49,6761411,3056立タレット旋盤（その他）
4,96794995立タレット旋盤（多軸）
2,4582その他（多軸）
34,76110630,763177その他（その他）
18,7563567,817399非NCその他
26,01242856,7331,411ボール盤
77,8744959,48866中ぐりフライス盤
7,2262535,974177中ぐり盤

127,3992,33347,4651,030フライス盤
11,5742676,9151,184ねじ切り盤またはねじ立て盤
181,8892,48490,3941,932研削盤または仕上げ機械
21,37247811,067134平面研削盤
14,3661127,46476内、NC平面研削盤
116,81580036,998460その他の研削盤
15,8374866,037103工具研削盤
8,13919319,176564ホーニング盤またはラッピング盤
19,72652717,116671他に分類されない研削盤または仕上げ機械
111,1373,03382,4131,832その他の工作機械
96,6171940013平削り盤
2,1271224,615267形削り盤または立削り盤
2,838698,156144ブローチ盤
65,81559645,458165歯切り盤
40,2602,22723,7841,243金切り盤または切断機

他に分類されないもの
1,900,9801,134,3431,099,682253,005合 計

出所：米国商務省
備考：データは単価3,025ドル以上の機械（中古・再生品を除く）を対象。
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◆中国工作機械機種別輸出入統計（2009年）
（単位：千米ドル）

輸 入輸 出
機 種 名 前年比（％）2008年2009年前年比（％）2008年2009年

金 額台 数金 額台 数金 額台 数金 額台 数金 額台 数金 額台 数
-19.68-22.755,675,77665,1694,558,95150,344-34.4826.081,456,305579,594954,215730,755金属切削型工作機械計
-29.77-23.35413,6192,797290,4712,144-35.552.09102,9319,54466,3419,743レーザー加工機
-48.19-9.177,8892404,087218-45.91-87.351,42734077243超音波加工機
-52.53-52.26229,2722,474108,8301,181-64.14-60.9588,8953,02231,8801,180NC放電加工機
-44.16-49.288,4053474,693176-29.20-49.502,4274041,718204非NC放電加工機
-40.14-19.8975,9572,66545,4672,135-54.48-52.58109,023210,18749,62699,661ガス切断機・プラズマ切断機（NC）
-29.60-35.41875,77210,329616,5456,671-47.36-57.0558,1161,17830,592506立て形マシニングセンタ
-26.15-23.35839,9422,107620,2771,615-40.89-39.7616,099839,51650横形マシニングセンタ
-21.14-43.17233,328542184,002308-35.93-59.6815,422629,88225門形マシニングセンタ
0.01-73.35138,512848138,533226-46.69-3.518,596574,58355その他のマシニングセンタ

241.6450.5115,7659953,859149-5.5821.107,2391,3086,8351,584ユニット
66.56-19.76104,109420173,405337-36.61-75.943,7178772,356211複合加工機
-29.78-53.60408,1585,015286,5892,327-44.82-23.70179,3538,81098,9596,722NC横旋盤
-62.29-39.1430,4851,87311,4971,140-55.12-59.27190,18941,34585,35516,840非NC横旋盤
-14.29-46.58234,6741,668201,13989164.97-45.7717,12720128,254109その他のNC旋盤
-38.98-65.1816,0232,5829,778899-26.71-37.2467,31557,06549,33835,815その他の非NC旋盤
-33.17-35.474,4883272,999211-44.83-81.1845137224970ウエイタイプユニットヘッド機
-19.68-39.85130,541906104,845545-7.46-73.4512,2291773,61047NCボール盤
-42.78-53.9314,4474,8238,2672,2220.000.000000非NCボール盤
-13.28-47.9768,33512359,258646.40-67.7412,2246213,00620NC中ぐりフライス盤
-8.94-40.127,8001627,10297-6.54-35.3110,4184229,736273非NC中ぐりフライス盤
2.42-39.7637,5748338,48450-80.71-64.003,673257089NC中ぐり盤
-50.54-70.595,9422382,93970-48.87-31.3512,0002,6736,1361,835非NC中ぐり盤
-49.30-49.388,239814,17741192.64-15.381671349011NCひざ形フライス盤
-59.86-54.677,3525252,951238-56.57-44.5045,21819,64019,64010,900非NCひざ形フライス盤
48.20-17.1176,746187113,73815514.16-23.26968431,10533NC門形フライス盤
-25.26-58.39152,5571,507114,022627-42.84-62.2012,6925087,254192その他のNCフライス盤
-73.03-66.678,5341082,30136-68.69-66.671,604185026門形フライス盤（その他）
-59.58-59.4119,3331,1167,815453-32.04-42.6432,02220,78321,76311,922その他のフライス盤
-81.34-56.2660,9321,22311,373535-29.89-33.017,36025,1115,16116,822ねじ切り盤及びねじ立て盤
-16.66-50.7068,41835957,019177-45.21-46.672,988601,63732NC平面研削盤
-70.93-59.1336,1391,92810,504788-50.47-49.5417,1332,3058,4861,163非NC平面研削盤
-17.11-15.85250,397448207,545377-48.13-65.283,358721,74225NC円筒研削盤
-39.42-36.0458,98419735,734126-39.54-9.097201143510NC内面研削盤
-10.78-27.07211,332399188,540291202.8860.004,0113012,14748その他のNC研削盤
-52.14-47.2010,6222505,084132-36.54-58.7610,4204856,613200非NC円筒研削盤
-53.79-47.222,508721,15938-28.8613.046782348326非NC内面研削盤
52.33-64.001,988253,02992.62148.571,169701,200174心なし研削盤
-49.21-36.8912,2294316,21127287.15-6.852,3553214,408299その他の研削盤
-14.26-8.4091,62850078,565458-30.45-66.6749293423NC工具研削盤
-63.17-40.398,9724633,304276113.30373.094,772102,68210,179485,774非NC工具研削盤
11.958.3353,69719260,114208-48.02-27.521,313149683108ホーニング盤
-53.61-47.0399,7862,07146,2951,097-58.68-32.985,3643732,216250ラップ盤
-19.27398.065,7243,0854,62115,3650.000.000000研削砥石
-25.47-37.1239,79291629,6575760.000.000000ポリッシ盤
-36.68-36.4834,42591021,7995780.000.000000その他
-98.17-98.5410,02247818370.1450.0034523453門形平削り盤
-97.43-99.71109,2235,2092,8121513.85103.452042923259その他の平削り盤
-98.74-94.443,96536502-6.62-4.631,9373241,809309形削り盤
-93.47-85.193,356542198-38.89-30.971,12811368978立て削り盤

37,755.88860.00951036,0059637.21150.0094412910ブローチ盤
20,196.042,712.502,09716425,595450-7.0414.079,3371998,679227歯切り研削盤及び仕上げ機（NC）
-81.46237.6937,7831307,004439-25.04-64.0711,84752,5398,88018,876非NC歯切り盤
-67.37580.49236,01932877,0182,2320.000.000000金切り盤及び切断機
-58.65-54.6151,8481,24721,440566-31.05-47.025,76215,4643,9738,193その他の工作機械

（出所：CMTBA）
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◆台湾工作機械輸出入統計（2010年1～2月）

台湾工作機械国別輸出入統計（2010年1～2月） （単位：千USドル）
輸 入輸 出

前年比（％）2009.1-22010.1-2国 別順 位前年比（％）2009.1-22010.1-2国 別順 位
133.520,35847,543日 本171.871,484122,795中国・香港1
-3.05,7295,558米 国2-42.830,58917,500米 国2
-54.710,0824,569ド イ ツ336.111,30715,389タ イ3
237.01,0383,498韓 国439.410,55014,704ブ ラ ジ ル4
23.62,4533,031中国・香港569.18,68414,681イ ン ド5
323.43511,486イ タ リ ア636.47,37610,064ト ル コ6
-74.95,2241,313ス イ ス7214.82,9799,377インドネシア7
24.17,9309,838そ の 他-22.5138,151107,091そ の 他
44.553,16576,836合 計10.8281,120311,601合 計

出所：海関進出口統計月報

台湾工作機械機種別輸出入統計（2010年1～2月） （単位：千USドル）
輸 入輸 出機 種 名 前年比（％）2009.1-22010.1-2前年比（％）2009.1-22010.1-2

136.415,11235,726105.18,01116,433放電加工機
-30.66,0834,22428.071,87492,015マシニングセンタ
71.64,8128,258-18.473,93460,311旋盤
108.12,9166,0677.129,98532,102ボール盤・フライス盤・中ぐり盤
-37.29,0325,66981.911,24020,445研削盤
154.63,0367,73015.117,74320,420歯切り盤・歯車機械
65.140,99167,67413.6212,787241,726切 削 型 合 計

出所：海関進出口統計月報

◆米国：製造業設備稼働率は引続き増加（4月）
2010年4月の設備稼働率（速報値）は、全製造業

で70.8％、耐久財製造業で64.9％、機械製造業で

64.2％となった。

前月比で見ると、全製造業と耐久財製造業では

0.8ポイント、機械製造業では1.7ポイント増加し

ている。

一方、前年同月比で見ると全製造業では5.0ポイ

ント増加している。

（FRBStatisticalReleaseG.17（419）/5月14日付）

◆米国：製造業部門、10ヵ月連続で成長（5月）
米サプライ・マネジメント協会（ISM）の購買管

理指数（PMI：製造業350社以上のアンケート調査

に基づく月次景況指数）によると、2010年5月の

ISM指数（PMI）は59.7％と景況感の分かれ目であ

る50％を上回り、製造業部門の活動も10ヵ月連続

で成長した。一方、経済全体の動向はPMIが上昇・

下降の分岐点41.2％を13ヵ月連続で上回り、経済

成長を遂げた。

5月の調査結果について、ISMは次のようにコメ

ントしている。「製造業部門は5月に10ヵ月連続で

成長した。新規受注と生産が引き続き好調である。

雇用の増加も勢いがある」

2.主要国・地域経済動向

米国製造業の設備稼働率月次推移
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なお、5月の製造業の景況感について、対象18業

種中、次の16業種が「企業活動を拡大した」と回

答している。紙製品、木材製品、輸送用機械、電気

機器・家電製品・部品、金属製品、コンピュータ

ー・電子製品、家具類、雑貨、プラスチック・ゴ

ム製品、鉄鋼・非鉄金属、印刷・関連サービス、

化学製品、非金属鉱産物、機械類、アパレル・皮

革製品、食品・飲料・たばこ製品。

ISMが発表した5月の主要個別指数の前月比変

動傾向は以下の通り。

◆米国：2010年第1四半期の工作物保持装置の出
荷高8.1％増加
米国製造技術工業協会（AMT）の先進加工装置

技術（AWT）グループによると、2010年第1四半

期の工作物保持装置の総出荷高は前年同期比

10.7％増の5,000万ドルとなった。

AWTによる統計の対象企業38社の米国内出荷高

は4,260万ドルに達し、輸出高は740万ドルであっ

た。

工作物保持装置の2010年第1四半期米国内出荷

高は前期比では13.6％増、輸出高は15.5％減であ

った。

米国内出荷では、中西部地域が最大の出荷先で

全体の39.5％を占めた。中西部向け出荷高は前期

比7.5％増加した。中央部向け出荷高は24.7％増で、

市場シェアで北東部を追い抜いて全米で第2位の

18.8％となった。

北東部向け出荷高は6.1％減少し、市場シェアは

第3位の17.1％となった。南部の市場シェアは

13.6％で、出荷高は前期比14.4％増加した。西部は

出荷高が前期比34.2％の急増を示したが、市場シ

ェアは全米最小の11％にとどまった。

また、今年第1四半期における雇用水準は、前期

比で2.7％上昇、前年同期比で9.8％低下した。

AWTグループは、チャック、顎器、コレット装

置、万力、材料固定具など工作物を固定・保持す

る加工装置を生産するAMT加盟企業から構成され

る。

（AMTプレスリリース 2010年5月17日付）

◆米国：2010年第1四半期の産業用レーザ受注額
21％減少
米国製造技術工業協会（AMT）によると、2010

年第1四半期における産業用レーザ加工機とシス

テムの受注額は前年同期比21.2％減の2億5,130万

ドルであった。

受注額は減少したものの、販売台数は13.6％増

加した。CO2レーザの販売台数は若干減少したた

ISM指数の推移

備 考2010年
4月指数

2010年
5月指数項 目

4月比0.7ポイント低下。製
造業は10ヵ月連続成長。5
月のPMI（59.7％）は年率
換算実質GDP成長率6％に
相当。

60.459.7ISM 指 数
（PMI）

4月比0.3ポイント低下。拡
大の基準である50.4％を12
ヵ月連続で上回った。15
業種が成長を報告した。

66.966.6生 産

4月比横ばい。11ヵ月連続
で増加した。15業種が成
長を報告した。

65.765.7新 規 受 注

前月比2ポイント低下上昇。
7業種が増加を報告した。

57.559.5受 注 残 高
（季節調整なし）

4月比0.3ポイント低下。12
業種が長期化を報告した。

61.361.0サプライヤー納期

前月比3.8ポイント低下で、
2ヵ月連続の縮小。6業種
が在庫増を報告した。

49.445.6在 庫

4月比1.3ポイント上昇。
12業種が増加を報告した。

58.559.8雇 用

前月比0.5ポイント低下。
17業種が上昇を報告した。

78.077.5仕入れ価格

前月比1ポイント上昇。11
ヵ月連続の増加。9業種が
増加を報告。

61.062.0輸 出 受 注

前月比1.5ポイント低下。9
ヵ月連続の増加。7業種が
増加を報告した。

58.056.5原材料輸入

（ISMManufacturingReportonBusiness 2010年6月

1日付）
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め、伸びはすべてNd：YAGレーザによるものであ

った。

レーザ加工機メーカーおよびサプライヤー19社

による報告では、CO2レーザの販売台数は前期比

23.2％減少、Nd：YAGレーザの受注額は前期比

18.6％減少した。

受注総台数209台のうち、49.3％が光源とワーク

ステーションから構成されるレーザシステムとな

っている。レーザシステムは受注総額の83.6％を

占めているが、受注台数が50％を下回ったのは過

去数年間で初めてのことである。

（AMTプレスリリース 2010年5月24日付）

◆欧州：CECIMO、工作機械受注の好転を確認
5月中旬、ライプチッヒで開かれた欧州工作機械

工業連盟（CECIMO）の総会でCECIMO経済委員会

は、昨年第4四半期に続き今年第1四半期の工作機

械受注も上向きだと確認している。また、CE�

CIMOは景気回復を主導するアジア新興市場への

アクセス改善に向けて非関税障壁の撤廃をアジア

諸国に働きかけ、EU・韓国自由貿易協定の締結と

「EU主要実現技術イニシアティブ」を全面的に支持

するとしている。

金融危機で2009年第1四半期には前年同期比で

50％強落ち込んだCECIMO諸国の工作機械受注は

同年第4四半期から上昇に転じ、「受注残高はまだ

低水準だが、あと数週間もすればこの上向き傾向

が販売に反映されるはずだ」とCECIMO専務理事の

Mr.Hauserは語っている。

欧州工作機械産業の回復を支えているのは中国

を中心とした新興市場の工作機械消費の拡大だ。

グローバル工作機械輸出市場に占めるCECIMOの

シェアは不況にもかかわらず前年の55％から2009

年には61％に拡大した。欧州工作機械産業の競争

力改善を背景に2010年もグローバル輸出市場での

CECIMOのシェア拡大傾向は続くとMr.Hauserは

予想している。

他方、欧州域内の工作機械消費の回復は遅れそ

うだ。伝統的な工作機械需要業種の設備投資の低

迷、低い設備稼働率、中小メーカーに対する金融

機関の貸し渋り、また、一部欧州諸国の公的債務

問題が絡んだ金融不安で、企業の設備投資資金調

達が難しくなっている。

工作機械消費のアジアと中南米の新興市場への

シフトに伴い、CECIMOは公正で差別のない新興

市場へのアクセスの確保を迫られている。EU・韓

国自由貿易協定も、このほど韓国が導入した工作

機械の国内認証を義務づける輸入規則、輸出入許

可の遅延などの非関税障壁の撤廃に役立とう。こ

のためCECIMOはこの自由貿易協定を欧州議会が

暫定的に承認するよう要請している。

また、欧州委員会が立ち上げた二つのイニシア

ティブにCECIMOは大きな期待を寄せている。こ

のうち「主要実現技術に関する欧州戦略」は先進

的製造システムや“グリーン”でグローバル競争

力を備えた明日の欧州工作機械産業に道を開く法

的枠組みを取り上げている。また、「欧州2020戦

略」にはEU産業政策が含まれている。

（CECIMOプレスリリース 2010年5月19日付）

◆欧州：EU主要国製造業景気動向指数（D.I.）と資
本財生産月次推移（5月）
欧州委員会が発表した2010年5月のEU主要国製

造業景気動向指数（D.I.）によると、EU全体では

2ポイント上昇している。国別では、イギリスが7

ポイント、ドイツが4ポイント夫々上昇したものの、

EU主要国製造業景気動向指数（D.I.）と資本財生産月次推移



8 マシンツール・ワールド No.1352010.6.21

イタリアは横ばいで推移、フランスは3ポイント後

退している。

一方、ユーロ圏の資本財生産については、2010

年3月は前年同月比で4.5％増となった。なお、

2010年4及び5月の数字は未発表である。

（欧州委員会MonthlySurveyofManufacturing

Industry及びIndustrialProduction調査）

◆独機械業界、2社に1社が知財権侵害の被害
ドイツの機械メーカーが模造品の被害を受ける

ケースが増えている。ドイツ機械工業連盟

（VDMA）が加盟企業を対象に実施した最新アンケ

ート調査によると、2社に1社が自社製品を違法に

コピーされたことがあると回答。特に合成樹脂・

ゴム機械で被害が多く、件数全体の9％を占めた。

最近ではアイディアや製品を模倣されるだけでな

く、オリジナル製品の写真や広告をそのまま盗用

されるケースもある。また、複雑な機械の模造品

も増えており、知財権を侵害する違法製品の出現

を高い技術力によって阻止する戦略には限界があ

るようだ。

同調査によると、企業が受けた被害で最も多か

ったのは産地偽装で、全体の約3分の2を占めた。

デザイン侵害は26％、特許・実用新案権の侵害は

16％、ブランド侵害は11％だった。

模造品が多い地域については74％がアジアと回

答。欧州・アメリカ大陸は37％、世界規模は21％だ

った。国別では中国が68％で最も多く、ドイツ、

インド、米国が各21％でこれに続いた。

最も被害の多かった合成樹脂・ゴム機械業界で

は、被害企業の63％が顧客からの通報で被害を知

った。58％は見本市や独自の市場調査で、16％は

販売の落ち込みで被害に気づいたという。

被害額については「年間売上の5％以上」との回

答が42％を占めた。昨年の業界売上高をもとに試

算すると、被害総額は64億ユーロに上る。

（PressRelease 2010年5月17日付）

◆独機械業界、4月受注は36％増に
ドイツ機械工業連盟（VDMA）が5月31日発表し

た2010年4月の業界受注高は前年同月比で実質

36％増となり、3ヵ月連続で大幅に拡大した。世界

的な景気回復のほか、比較対象の09年4月は需要

が激減していたという事情が大きい。国外受注が

37％、国内も同36％増加した。

大型受注による統計上のブレが少ない3ヵ月単

位の比較をみても、2～4月期は前年同期を27％上

回った。国外が28％、国内も26％増えている。鋳

造機械では増加幅が300％を超え、繊維機械、木材

加工機械でも100％以上となった。

需要をけん引しているのは新興・途上国。VDMA

のエコノミストは欧米の先進国が公的債務の削減

に取り組むと、機械業界は需要減の形でしわ寄せ

を受ける可能性があると懸念を表明した。

（MaschienenMarkt 2010年5月31日付）

◆ドイツ：2010年第1四半期工作機械受注、43％の
急増
ドイツの工作機械受注は今年第1四半期に前年

同期比43％の急増を示した。国内需要は25％増、

外国からの受注は54％も増加した。

「今年1～3月期の好調が今後も持続可能かどう

かは分からない」とドイツ工作機械工業会（VDW）

のDr.WilfriedSchäfer専務理事は言う。「非常に好

調なサービスおよび補修部品部門に大いに勇気づ

けられる。ユーザーが設備を再び使い始めている。

遅かれ早かれ、新たな投資につながっていくであ

ろう」

工作機械業界では楽観的な見方が強まっている。

4月、工場操業率は1月の67.6％から71.6％に上昇

している。受注残高も、2009年10月に5.6ヵ月であ

ったのに対して2月には6.6ヵ月に増えている。

不況から脱したわけではまったくない。受注量

はピークだった2008年に比べると低水準にとどま

っている。「大半の企業にとって、流動性が依然と

して大きな懸念となっている―工作機械メーカー
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にとっても、そのユーザー企業にとっても」と

Schäfer専務理事は述べている。

2010年は依然として過渡期にとどまろう。「工

作機械需要が年初の水準で推移すると仮定すると、

生産増には十分ではない。それが今年の生産がさ

らに12％減少すると見込んでいる理由である」と

同専務理事は述べている。

（VDWプレスリリース 2010年5月18日付）

◆スイス：SwissMEM、受注はわずかに上向き傾
向
スイス機械工業会（SwissMEM）加盟の機械、

電気、金属関連業種290社の2010年第1四半期受注

は、受注量は低水準ながら、新規海外受注が前年

同期比21.8％増、国内受注が23.1％増の2桁の伸び

を示した。今年は輸出増が期待されるものの、

MEM加盟企業の設備稼働率は76.6％と長期平均の

86.1％を下回り、ユーロ安スイスフラン高などの

懸念材料も存在する。だが、15ヵ月続いた過去50

年で最悪の不況を脱して、MEM加盟企業の業績は

やがて回復軌道に乗りそうだ。

ただ、加盟企業の本年第1四半期売上高総額は前

年同期比6％減、内訳は国内売上高5.1％減、海外

売上高6.4％減と低迷が続いている。前年比20.3％

の大幅減となった2009年第1四半期に比べ、売上

高の落ち込み幅は縮小した。本年第1四半期の輸

出はアジア市場向け輸出の5％増が寄与して、全体

では前年実績比でほぼ横這いの0.3％増だった。だ

が、主力の欧州市場向け輸出は0.7％減、米国向け

輸出は1.7％減だった。

業種別のMEM第1四半期受注は、金属・金属加

工製品、電気機械、エレクトロニクスが前年同期

比2桁増を示したものの、自動車製造は5.6％減、

工作機械5.9％減、精密機器1.6％減となっている。

なお、SwissMEMは加盟企業の研究開発と雇用創

出に寄与してきた「技術・革新委員会」への政府

拠出額の増額と電力供給法改定による電気料金の

引き下げをスイス連邦政府に要望している。

（SwissMEMプレスリリース 2010年5月19日付）

◆英国：600Group、リストラ完了で業績に回復
の兆し
2009年9月に至る6ヵ月間の売上高が前年同期比

50％減の2,270万ポンド、営業損失が前年同期の

100万ポンドから540万ポンドに拡大するなど、著

しい業績悪化に対処するため、英国工作機械メー

カー最大手の600Groupは2009年から製造工場お

よびサプライチェーンの本格的な再編に取り組ん

できたが、このほどリストラを完了し業績にも回

復の兆しが現れている。

中国中心の生産外部委託の管理を単一の経営チ

ームに委ね、販売とマーケティングを600Group自

社ブランド製品に集中して行い、生産をヨークシ

ャー（旋盤、チャック・システム）、エセックス

（ベアリング）、ハートフォードシャー（レーザー）

の同社工場に集約し、外注していた補修部品や用

品の内製化に踏み切った。また、モジュラー式デ

ザイン・プラットフォームを採用する工作機械製

品を拡充している。

（MetalworkingInsiders’Report 2010年5月15日号）

◆米国：Romi社、Hardinge社発行済み株式の38％
を取得
ブラジル工作機械メーカーのIndustriasRomi

S.A.社は一株当たり10ドルのキャッシュ・テンダ

ー・オファー（株式買取りを現金支払いで行う）

で、米国の精密CNC旋盤大手のHardingeInc.社の

発行済み株式の38％を既に取得しているが、この

ほど株式買取りオファー期間を3週間延長してい

る。

Romi社のCEO、LivaldoAgulardosSantosによれ

ば、このテンダーの成果、およびHardinge社年次株

主総会で会社提案の取締役候補に支持保留票が投

じられた事実は、Hardinge社経営陣が買収防御策

3.工作機械関連企業動向
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を撤回してRomi社と株式買取り条件で交渉するよ

う同社株主の多くが望んでいることを示している。

一方、Hardinge社側は、「株主が当社取締役会を

支持しているのにRomi社が敵対的買収の企てを止

めないのは残念だ」と述べている。Romi社のキャ

ッシュ・テンダーは6月18日が期限だが、Hardinge

社は株主に買取りオファー拒絶を要請している。

一方、「Hardinge社にとって最善の戦略的選択は

Romi社の株式買取り提案に応じることだ」とRomi

社側は語っている。

（AmericanMachinist電子版 2010年5月28日付）

◆中国：工作機械の南通科技、私募を完成
弘業股フンが発表した公告によると、弘業股フ

ンは5月22日、南通科技と「南通科技投資集団股

フン有限公司のA株非公開発行引受け契約」に調印

し、1株当たり7.7元で南通科技の700万株を引き受

けるとともに、12ヵ月以内に他には譲渡しないこ

とを併せて承諾したという。南通科技によると、

募集資金は熱加工センターの建設プロジェクトに

用いられる。同プロジェクトでは8万トン/年の鋳

造物を製造し、鍛造物3万5,000トン、鉄骨構造物

3万5,000トン、熱処理部品1万5,000トンを産出す

る。工作機械関連設備の生産能力を大幅に高める

ほか、輸入代替品のミッド・ハイエンドNC工作機

械の研究製造能力を強化し、ミッド・ハイエンド

NC工作機械産業規模を拡大するものとみられる。

（新華社新華網ニュース 5月25日付）

◆ユーザー関連トピックス
中国：振華重工と竜源電力、洋上風力発電設備を共同生

産

上海振華重工（集団）股フン有限公司と中国国

電集団傘下の龍源電力は18日、洋上風力発電設備

の設置サービスなどを手掛ける新会社「江蘇龍源

振華海上工程公司」を設立した。洋上風力発電市

場に本格参入する。龍源電力の謝長軍総経理によ

ると、洋上風力発電は陸上風力発電に比べ資源が

多く、発電量も安定しており、今の風力発電の主

流となっている。今後数年で設置される海上風力

発電設備の出力は中国沿海地域だけでも1,000万キ

ロワット以上に達すると予想されている。新会社

はスチール構造の生産・取り付け、洋上風力発電設

備のインフラ整備などを扱う。2010年下半期に初

の投資事業として、江蘇省如東での出力15万キロ

ワットの潮間帯風力発電所の建設に着手する予定

である。

（新華社新華網ニュース 6月21日付）

中国：製造設備の生産高大幅増

5月の製造設備生産高をみると、掘削機が前月を

やや下回ったものの前年同月比では122.7％増とな

った。製油・化学工業専用設備は前月比17.4％減、

前年同月比では70.8％増となった。切削型工作機

械は前年同月比31.9％増だった。1～5月の生産高

では、掘削機は前年同期比67.7％増、製油・化学

工業専用設備は同71.2％増、切削型工作機械は同

28.2％増だった。全国における5月の自動車生産高

は前月比9.4％減、前年同期比では27.9％増の142

万台だった。1～5月における自動車生産高は前年

同期比55.6％増の754万台だった。船舶工業生産は

活発であり、新造船受注は改善しつつある。1～5

月、全国完工量は前年同期比94％増の2,365万積載

トン、新造船受注は前年度同期の16.6倍に相当す

る1,964万積載トンだった。農業機械生産高は減少

した。5月、大型トラクター生産高は前年同月比で

24.6％減、中型トラクターは同3.6％減だった。小

型トラクター生産高は同49.7％増となり、前月比

で小幅に下落した。

（新華社新華網ニュース 6月21日付）

インド：トヨタ、インドでのエンジン工場建設とR&Dセ

ンター設立を検討

トヨタ自動車は、インドでの研究開発（R&D）

4.その他
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拠点の設立とエンジン工場の建設を検討している。

インド法人トヨタ・キルロスカ・モーターの中川

宏社長が6月4日、バンガロールで開催されたカル

ナタカ州政府の海外企業向け投資誘致イベントに

出席した際、報道陣に語ったもの。PTI通信が6月

4日付で報じている。

中川社長によれば、トヨタは現在、インドでの

R&D拠点の設立を検討中だ。またエンジン工場の

建設についても、年間販売台数が20万台を突破す

れば検討する考えだという。

（インドビジネスセンター 6月7日付）

インド：ボルボ、インド合弁に新エンジン工場 生産能

力3倍に

インドメディアが12日伝えたところによると、

スウェーデンの高級車ブランド・ボルボはインド

の自動車メーカー、アイシャーモーターズとの合

弁商用車メーカーのエンジン生産能力を約3倍に

拡大し、ボルボ向けの供給を増やす。合弁商用車

メーカー、ボルボ・アイシャー・コマーシャル・

ビークルズ（VEコマーシャル）に6,000万米ドルを

投じて新たなエンジン工場を建設。生産能力を現

在の年4万基から12万5,000基に拡大し、ボルボ製

のトラックとバスに搭載する。VEコマーシャルに

よると、新工場は中部マディヤプラデシュ州のピ

タンプールに建設し、2012年下半期からユーロ4排

ガス基準を満たす排気量5,000～8,000ccの中型エ

ンジンの生産を開始する。生産開始後、同社はイ

ンド最大のエンジンメーカーとなる見通し。新工

場の製品はボルボの仏工場に3万基を供給。また、

アイシャーの次世代大型商用車にも搭載するとみ

られる。

（新華社新華網ニュース 6月14日付）

独ボッシュ、ハンガリーに新生産棟

ドイツの自動車部品大手ボッシュは5日、ハンガ

リー北東部ミシュコルツ工場に新たな生産棟を建

設すると発表した。新生産棟は今年5月に着工、来

年春の完成を見込んでおり、これに合わせて1,000

人以上を新規雇用する。同棟の製造品種について

は明らかにされていない。

ミシュコルツ工場はこれまで、自動車用スター

ターやドライブシャフト、フロントガラス洗浄シ

ステムなどを生産してきた。ブダペスト北東のハ

トヴァン工場とともに、来年の閉鎖が決まった英

カーディフ工場から生産を移管される予定もあり、

ボッシュはこの生産移管で400人以上を2工場で増

員すると明らかにしたばかりだった。

ボッシュはミシュコルツ、ハトヴァンのほか、

ブダペスト、エゲルにも生産拠点を持ち、ハンガ

リー国内で約6,000人を雇用する。昨年は同国内で

140億フォリントを投資。国内生産拠点の合計売

上高は昨年で3億8,900万ユーロと、前年比で

92.6％の増収となった。（1HUF＝0.43JPY）

（BBJ 2010年5月5日付）

BoschRexroth、09年は30％減収、中印は2ケタ増収

Boschの駆動・制御装置子会社BoschRexroth（ロ

ーア）が12日発表した2009年12月期の売上高は41

億ユーロで、前年から約30％減少した。戦後最悪

の不況の直撃を受けた格好で、特に主力の欧州、

アメリカは大きく落ち込んだ。そうしたなか中国

とインドは2ケタ成長を確保しており、アルベル

ト・ヒエロニムス社長は「危機によりアジアの重

要性は急速に高まった」との見方を示した。

売り上げに占めるアジアの割合は昨年25％に達

し、前年の16％から大幅に拡大した。同社はこの

傾向が今後も続くとみている。ただ、アジアの顧

客企業は使い勝手の良さなど欧州とは異なるポイ

ントを重視する傾向があり、「メードイン・ジャー

マニー」というだけでは現地のニーズに対応しき

れなくなっているという。同社はこれを踏まえ、

市場の動向を的確にキャッチできる現地の研究開

発要員を増強していく方針だ。

09年の利益については赤字に転落したことを明

かしたのみで、具体額を提示しなかった。今年は
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売上高と受注高で大幅増を見込む。過去最高とな

った07年の業績を回復するには数年を要するとみ

ている。

（PressRelease 2010年5月14日付）

独クカ、軽量ロボットを2011年後半に量産化

独産業ロボット大手のクカはドイツ航空宇宙セ

ンター（DLR）と共同開発した軽量ロボットを2011

年後半から量産化する計画だ。自動車産業のほか、

医療業界でも需要があると見込んでいる。17日付

の独業界紙『オートモビルボッヘ』が報じた。

同紙によると、クカは現在、パイロットプロジ

ェクトとして約50台の軽量ロボットを取引先や研

究機関に導入している。医療分野では、手術や治

療現場などで軽量ロボットの需要があると見込む。

同社は約9億ユーロの売上高のうち自動車関連

が3分の2以上を占める。医療分野の事業を強化す

ることで自動車産業への依存度を引き下げる意向

だ。

（Automobilwoche 2010年5月17日付）

米ウッドワード、クラクフに工場開設

エネルギー制御システム大手の米ウッドワード

ガバナーはこのほど、クラクフ経済特区内のニェ

ポウォミツェ（Niepolomice）に工場を開設したと

発表した。ポーランド情報・外国投資庁（PAIiIZ）が

13日発表した。

ウッドワードガバナーは2005年からクラクフで

操業している。08年末に新工場の建設許可を取得、

09年4月に着工した。新工場の総面積は6,500平方

メートルで、オフィスや研究開発センターも併設

する。雇用規模は110人を見込む。

クラクフ工場の開設についてウッドワードガバ

ナーのジェンドロン会長は、「世界市場におけるウ

ッドワードガバナーの競争力向上に貢献するもの

だ」とコメントした。

米コロラド州に本社を置くウッドワードガバナ

ーは10ヵ国28ヵ所に拠点を構え、原動機用自動制

御装置、システムの研究、開発、製造、販売、ア

フターサービスを手がける。従業員は5,500人。

（PAIiIZ 2010年5月13日付）

伊マニエッティ、セルビアに工場建設

伊自動車部品大手マニエッティ・マレリが、セル

ビア中部クラグエバツに工場を建設する。同社の

ラゼッリ最高経営責任者（CEO）とセルビアのデ

ィンキッチ副首相兼経済地域開発相、クラグエバ

ツのステファノビッチ市長が5月25日、ベオグラ

ードで工場建設に関する合意書に調印した。

マニエッティは、クラグエバツ工場の建設に

6,000万ユーロを投じる計画。2011年夏の完工を予

定しており、同じくクラグエバツで操業する伊フ

ィアットの完成車工場向けに、年間20万台分の部

品を供給する。雇用規模は400人を見込む。今回

の投資に当たっては、セルビア政府から1,000万ユ

ーロ相当の投資優遇措置を受けるほか、国家雇用

局から研修費補助として従業員1人当たり800ユー

ロが支給される。

（Balkans.com 2010年5月26日付）
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5.日工会外需状況（5月）
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